
※市外局番のない電話番号は『048』をつけておかけください。

！ 　イベント開催に伴い、下図のとおり車両通行止めとなります。ご迷惑
をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします

※交通規制に伴い、一部の路線バスがう回運行となります。

日時／11月２日㈯
　　　午前9時頃～午後10時頃
　　　※11月3日（日・祝）は規制なし
区間／・�駅前通り（朝霞駅前から

「朝霞市役所前」交差点まで）
　　　・�駅西口富士見通線の一部

（百歩ラーメン前の道路）

朝霞市役所 朝霞駅

車両通行止め区間
11月２日㈯　午前9時頃～午後10時頃

バスう回ルート

交通規制のお知らせ

公式Instagram

【アサカストリートテラス】 【都市建設部】

10月は10月は「里親月間」「里親月間」ですです
「里親制度」を知っていますか？
　里親制度は、さまざまな理由で自分の家庭で暮らせない子どもたちを、一時的または長期的に、里親が保護者に
代わって家族の一員として迎え入れ、温かい愛情と家庭的な環境の中で養育する制度です。
　子どもの成長は、家庭で暮らす時間や経験がとても大きな役割を担っています。保護を必要とする子どもたちが
健やかに育つためには、里親家庭が増えていくことが社会的にも必要とされています。

里親になるには
　里親になるために特別な資格は必要ありませんが、埼玉県が行う所定の研修を
修了することなど、一定の要件があります。里親について知りたいことや、里親
登録までの流れなど、詳しくは埼玉県所沢児童相談所または朝霞市こども未来課
にお問い合わせいただくか、埼玉県や朝霞市のホームページをご確認ください。

埼玉県所沢児童相談所
住所／所沢市並木1-9-2
電話／04-2992-4152

里親の種類

一定期間、自分の家庭に迎え入れ養育する里親です。

将来的に子どもを実子とすることを希望する里親
です。養子縁組が成立するまでの間、里親として
子どもと一緒に生活します。

実親が死亡、行方不明などの理由で子どもの養育
ができない場合に、実親に代わって親族が養育す
る里親です。

特に支援が必要な被虐待児などを養育する里親です。
養育里親養育里親

養子縁組里親養子縁組里親 親族里親親族里親

専門里親専門里親

11月2日㈯ 午前10時～午後9時・3日（日・祝）午前10時～午後3時日 時

朝霞駅南口広場～駅前通り～シンボルロード周辺～朝霞の森会 場

主催／あさかエリアデザイン会議　　問／まちづくり推進課　☎463-2518
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ERRACEERRACE 2024  2024 を開催します！
～あさかの「まちなかテラス」をあるこう～

問／こども未来課　☎463-0364
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収益的収支 事業経営に伴う
収入と支出

収入　26億8,777万５千円
支出　21億4,997万２千円

収益的収支 事業経営に伴う
収入と支出

収入　20億7,822万９千円
支出　18億 735万９千円

資本的収支 浄水場や水道管の改良
事業に要する収入と支出

収入　11億4,223万４千円
支出　20億 205万８千円

資本的収支 下水道施設の改良事業に
要する収入と支出

収入　 ７億7,429万９千円
支出　10億9,000万８千円

問／上下水道総務課　☎462-3366

● 水道事業会計
　水道事業は独立採算制で運営しており、事業に必要な費用は、皆さんからいただく水道料金などの収入によって
賄われています。
　浄水場や水道管の更新工事として、令和５年度は、泉水浄水場 No.6配水ポンプ他更新工事のほか、水道施設耐
震化事業や老朽管更新事業などを実施しました。
　市内の水道管は、宅地化が急速に進んだ昭和40～50年代に敷設されたものが多くあります。水道管の耐震化や
更新工事を計画的に行い、皆さんに安全で安心な水道水をお届けできるよう、健全な事業経営に努めてまいります。

● 下水道事業会計
　下水道事業は「雨水公費・汚水私費の原則」により運営されており、雨水処理費は税金（公費）で、汚水処理費は、
皆さんからいただく下水道使用料などの収入（私費）によって賄われています。
　下水道施設に関する工事として、令和５年度は、浸水被害を軽減させるため、溝沼地区の整備計画に位置付けた
調整池の工事を令和４年度に引き続き実施しました。
　また、下水道施設の適切な維持管理や、今後、需要の増大する下水道管の更新には多額の費用がかかることから、
財源の確保が課題となっています。

県水受水費
7億8,018万7千円
（36.3%）

水道料金
20億8,526万2千円
（77.6%）

水を送るための
施設維持管理費
7億4,283万9千円
（34.6%）

企業債の利息
3,846万6千円
（1.8%）

差引収支
5億3,780万3千円

施設の減価償却費
及び資産減耗費
5億7,884万1千円
（26.9%）

水道利用加入金
2億3,713万8千円
（8.8%）

その他の収入
2億8,632万4千円
（10.7%）

支出収入

消費税
963万9千円
（0.4%）

長期前受金戻入
7,905万1千円
（2.9%）

支出

施設の減価償却費
及び資産減耗費
8億6,965万2千円
（48.1%）

下水道使用料
9億7,323万4千円
（46.8%）

流域下水道
維持管理費負担金
5億3,127万9千円
（29.4%）

下水道施設の
維持管理費
3億7,102万6千円
（20.6%）

企業債の利息
3,478万6千円
（1.9%）

長期前受金戻入
6億8,314万1千円
（32.9%）

その他の収入
1億4,592万6千円
（7.0%）

雨水処理負担金
2億7,592万8千円
（13.3%）

収入

消費税、その他の費用
61万6千円
（0.0%）収支差引

2億7,087万円

支出

浄水場の更新、配水管の耐震化、
老朽管の更新に要した費用
11億7,062万8千円
（58.5%）

企業債
11億2,900万円
（98.8%）

企業債償還に要した費用
4億5,184万3千円
（22.6%）

その他の費用
3億7,958万7千円
（18.9%）

不足額
8億5,982万4千円

収入
負担金（消火栓）
1,323万4千円
（1.2%）

＊不足額については損益勘定留保資金などで補てんしました。

支出

下水道施設の
建設改良に要した費用
8億2,455万6千円
（75.7%）

流域下水道
建設費負担金
7,240万7千円
（6.6%）

国庫補助金
2億6,040万円
（33.6%）

その他下水道建設費
1,021万6千円
（0.9%）

企業債償還に要した費用
1億8,282万9千円
（16.8%）

一般会計繰入金
2,668万2千円
（3.5%）

受益者負担金等
1億7,061万7千円
（22.0%）

不足額
3億1,570万9千円

収入

企業債
3億1,660万円
（40.9%）

＊不足額については損益勘定留保資金などで補てんしました。

令和5年度（2023年度）令和5年度（2023年度）
朝霞市水道事業・下水道事業会計決算概要 朝霞市水道事業・下水道事業会計決算概要 

令和5年度（2023年度）令和5年度（2023年度）
朝霞市水道事業・下水道事業会計決算概要 朝霞市水道事業・下水道事業会計決算概要 
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